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～新世紀にふさわしい区政をめざして～
新

たな
改

革

を開
始

し
ま

す
今
、
社
会
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
経
済
の
低
成
長
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
地
方
分
権
の
実
現
や
都
区
制
度
改
革
に
よ
る
清
掃
事
業
の
移
管
、
介
護
保
険
の
導

入
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
増
大
し
て
い
ま
す
。
区
の
仕
事
の
範
囲
が
広
が
り
、
地
域
の

特
性
や
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
よ
り
的
確
に
反
映
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
I
方
で
税
収
の
落
ち
込
み
は
続
い
て
お
り
、
も
は
や
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
区
政
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を
克
服
し
な
が
ら
「
住
み
続
け
た
い
足
立
区
」
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
た
め
、区
は
「
行
政
改
革
大
綱
(
第
三
次
)
」
や
「
行
財
政
改
革
指
針
・
行
動
計
画
」
に
そ
っ

て
、
今
年
度
か
ら
改
め
て
「
区
政
改
革
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

参
画
と
協
働
の
区
政
を

め
ざ
し
て

こ
れ
ま
で
も
、
区
は
他
都
市
に
先

が
け
て
行
政
改
革
を
行
い
、
効
率
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
税

収
が
落
ち
込
み
、
財
源
の
増
が
見
込

め
な
い
状
況
に
あ
っ
て
は
、
内
部
努

力
に
よ
る
効
率
化
だ
け
で
、
増
え
続

け
る
課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
区
民
の
皆
さ
ん
や
区

内
の
企
業
、
N
P
O
(
非
営
利
団
体
)

な
ど
の
団
体
と
区
と
が
対
等
な
関
係

で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
「
持
ち
味
」、「
強
み
」。

「
得
意
分
野
」
を
持
ち
よ
っ
て
、
課

題
の
解
決
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
の
情
報
の
提
供
と
公
開

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
聞
く
た
め
の
し
く
み
づ

く
り
、
電
子
自
治
体
へ
の
取
り
組
み

な
ど
を
進
め
ま
す
。

区
政
診
断
を

導
入
し
ま
す

区
は
こ
れ
か
ら
、
少
子
高
齢
化
や

経
済
の
低
成
長
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る

成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
区
政
の
あ

り
方
を
、
今
ま
で
以
上
に
区
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
導
入
す
る
も
の
が
、
足
立
区
版

の
行
政
評
価
制
度
で
あ
る
「
区
政
診

断
制
度
」
で
す
。

区
政
診
断
は
、
区
や
区
政
の
現
状

を
診
断
し
て
正
し
く
客
観
的
に
区
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
財
政
健
全

化
な
ど
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
い
く
た
め
の
制
度

で
す
。区
は
現
在
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
診
断
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
制
度
の
あ
ら
ま
し
や
診
断
の

経
過
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
と

ま
り
次
第
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
報

告
し
ま
す
。

区
役
所
の
改
革
を

さ
ら
に
進
め
ま
す

区
政
改
革
を
区
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
進
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す

が
、
区
が
自
ら
を
さ
ら
に
効
率
的
に

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
ス
リ

ム
ース
ピ
ー
ド
ーサ
ー
ビ
ス
(
簡
素

な
組
織
、
素
早
い
対
応
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
)
を
め
ざ
し
、
組
織
・
定

数
の
適
正
化
や
庁
内
分
権
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
検
討
を
進

め
、
区
役
所
内
部
の
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
公
社
に
つ
い
て
も

大
胆
な
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

変
化
し
続
け
る
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、区
政
改
革
は
繰
り
返
し
続
け

て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

区
政
改
革
は
区
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
区

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

お

問

い

合

わ

せ

は

企

画

部

区

政

改

革

担

当

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区全体の生活環境診断項目( 抜粋)

区政診断では、下の例のような視点から、
区の生活環境の現状を客観的な数値によって
区民の皆さんにお伝えします。そして、その
改善に向けて、限られた財源の中での最善の
方策を検討していきます。

ポイ捨ておことわり!
空
き
缶
、
吸
い
殼
、

紙
く
ず
な
ど
の
ご
み

足立区まちをきれいにする条例
問先= 地 域支援課地域支援

3880- 5856

今号の主な内容
2
・
3
面
　
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
高
齢
者
の
方
の
医
療
助

成
等
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
　
見
直
そ
う

〝み
ど
り
の
ち
か
ら
〟
/

駅
め
ぐ

6
・
7
面
　
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板

8
面
　
　
　
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

FAX3880- 5678

「区民の声」を

お待ちしています

足立区議会

議長・副議長決まる

飯田豊彦副議長 馬場繁太郎議長

5月25日に足立区議会臨時会が開
かれ、議長に馬場繁太郎議員( 自由
民主党) 、副議長に飯田豊彦議員( 公
明党) が選出されました。

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ 　
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
6
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

▽
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か

ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、
次
の
要

件
に
該
当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な

い
方
は
児
童
手
当
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、公
務

員
の
方
は
勤
務
先
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
(
独
立
行
政
法
人
の
職
員
を
除

く
)
。

-

い
ず
れ
も
I

所
得
制
限
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
所

得
制
限
の
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
受
給
中
の
方
が
、
会
社

を
退
職
す
る
な
ど
で
、
申
請
時
と
加

入
さ
れ
て
い
る
年
金
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
そ
の
つ
ど
手
続
き
が
必
要
で

す
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ

り
、
義
務
教
育
就
学
前
(
6
歳
に
な

っ
た
後
の
最
初
の
3
月
ま
で
)
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方

手
当
月
額
=

第
1
子
・
2
子
は
5
千
円
/
第
3

子
以
降
は
1
万
円

※
申
請
月
の
翌

月
分
か
ら
が
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

す

申
込
=
保
護
者
名
義
の
都
内
金

融
機
関
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除

く
)
/
年
金
手
帳
/
健
康
保
険
証
/

印
鑑

※
1
3年
1
月
2
日
以
降
足
立

区
に
転
入
さ
れ
た
方
は
別
途
必
要
書

類
が
あ
る
た
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
=
児
童
給
付
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

表1　 福祉事務所一覧乳
幼
児
の
い
る
家
庭
の
方
へ

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

就
学
前
(
6
歳
に
達
し
た
日
以
降

最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
)
の
乳
幼
児

を
養
育
し
て
い
る
家
庭
の
方
へ
、
保

険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院

時
の
食
事
療
養
費
は
、
一
部
負
担
と

な
り
ま
す
(
4
歳
以
上
は
、
保
護
者

の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)
。

対

象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
国
保
や

社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
の
加
入

者
(
生
活
保
護
受
給
者
・
里
子
・
施

設
入
所
者
は
除
く
)

所
得
制
限
=

4
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
6
歳
に
達

し
た
日
以
降
最
初
の
3
月
3
1日
ま
で

の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

に
は
、
次
の
と
お
り
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す

▽
所
得
の
限
度
額
…
所
得

税
法
に
規
定
す
る
控
除
対
象
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
親
族
な
ど
の
人
数
に
よ

り
、
限
度
額
が
決
ま
り
ま
す
(
表
2
)

▽
所
得
判
定
の
方
法
…
乳
幼
児

が
い
る
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者

(父
ま
た
は
母
、
父
母
が
い
な
い
場

合
は
養
育
者
)
の
1
1年
所
得
か
ら
表
3

の
各
種
控
除
を
差
し
引
い
た
所
得

が
所
得
制
限
の
限
度
額
未
満
で
あ
れ

ば
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
※
所
得

と
は
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
給

与
所
得
控
除
後
の
金
額
で
、
そ
の
他

の
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
収
入
か
ら

必
要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
を
い
い

ま
す

問
先
=
児
童
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表2　 乳幼児医療助成所得限度額

表3　 乳幼児医療助成控除額一覧

介
護保
険
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

負
担
額
が
減
額
さ
れ
て
い
る
方
へ

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
(
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
)
の
利
用
者
負
担
額

が
減
額
さ
れ
て
い
る
方
の
有
効
期
限

は
6
月
3
0日
ま
で
で
す
。
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る

方
は
、
更
新
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
生
計
中
心
者
の
狎一
年

中
の
所
得
判
定
(
生
計
中
心
者
が
前

年
の
収
入
に
よ
り
所
得
税
法
の
規
定

に
よ
り
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
)
に

よ
り

、
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
更
新
申
請
書
は
、
6
月
初

旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す

問
先
=
介

護
保
険
課
保
険
給
付
係

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き

で
き
な
い
方
に
は
、
納
付
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
期
は
毎
月
末
日

で
す
。
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
と
、

将
来
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

納
め
た
保
険
料
は
、
現
在
介
護
を
必

要
と
す
る
方
々
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
も
、
現
在

介
護
を
受
け
て
い
る
方
々
の
た
め
に

も
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
便
利
な
口
座
振
替
も
利
用
で

き
ま
す
。
納
入
が
遅
れ
た
場
合
に

は
、
翌
月
に
督
促
納
付
書
が
送
ら
れ

ま
す
が
、
二
重
に
お
支
払
い
に
な
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
料
係

高
齢
者
の
方
の

医
療
助
成
等

・
(
福
)医
療
証
を
6
月
末
に
送
り
ま
す

⑩
医
療
証
が
7
月
1
日
で
切
り
替

わ
り
ま
す
。
現
在
⑩
医
療
助
成
を
受

け
て
い
て
、
7
月
1
日
以
降
も
該
当

す
る
方
に
は
、
6
月
末
に
新
し
い
医

療
証
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
1
9一年

中
の
所
得
が
基
準
を
超
え
た
方
に

は
、
消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
届

か
な
い
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
⑩
医
療
証
の
有
効

期
限
は
、
1
4年
6
月
3
0日
ま
た
は
7
0

歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
で
す
。

・
老
人
医
療
制
度

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
7
0
歳

以
上
の
皆
さ
ん
が
老
人
保
健
医
療
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
一
定
の
障
害
を

お
持
ち
の
方
で
6
5
歳
以
上
の
方
も
、

申
請
に
よ
り
老
人
医
療
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
一
定
の
障
害
と
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
I
～
3
級
(
4
級
の
一

部
を
含
む
)
、
愛
の
手
帳
I
～
2

度
、
老
人
性
痴
ほ
う
症
に
よ
る
認
定

を
受
け
た
方
な
ど
で
す
。
な
お
、
退

職
国
保
の
方
が
こ
の
手
続
き
を
さ
れ

ま
す
と
一
般
国
保
に
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
診
す
る
と
き
は
、
医
療
機
関
で

「
保
険
証
」
と
一
緒
に
、
老
人
保
健

の
「
医
療
受
給
者
証
」
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
支
払
ケ
金
額

は
、
外
来
(
表
4
)
・
入
院
(
表
5
)
。

▽
人
工
透
析
を
し
て
い
る
慢
性
腎
不

全
の
方
、
血
友
病
の
方
の
減
額
・
:入

院
時
の
一
部
負
担
金
の
限
度
額
が
1

万
円
に
な
る
認
定
証
を
発
行
し
ま

す
。

▽
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
減

孥
:
入
院
時
一
部
負
担
金
と
食
事
代

が
減
額
さ
れ
る
認
定
証
を
発
行
し
ま

す
。

▽
医
療
費
が

り
ま
す
…
申

請
に
よ
り
、
支
払
っ
た
医
療
費
が
一

部
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が

必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の

治
療
装
具
代
を
支
払
っ
た
と
き
・
緊

急
の
と
き
や
、
旅
行
中
な
ど
、
や
む

を
え
な
い
理
由
で
、
医
療
受
給
者
証

を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き

(一
部
負
担
金
は
戻
り
ま
せ
ん
)
・

同
じ
世
帯
内
で
同
月
に
2
人
以
上
の

方
が
入
院
し
、
1
人
に
つ
き
3
万
円

(入
院
時
一
部
負
担
金
の
減
額
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
2
万
1
千
円
)

以
上
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

▽
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

と
き
・
:交
通
事
故
や
障
害
事
件
な
ど

第
三
者
(
加
害
者
)
か
ら
受
け
た
傷

病
で
も
、
申
請
に
よ
り
、
医
療
受
給

証
で
受
診
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
医
療
費
を
大
切
に

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
多
額

の
負
担
を
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し

て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
老
人

保
健
医
療
制
度
が
あ
り
ま
す
。
老
人

保
健
医
療
制
度
の
財
源
は
皆
さ
ん
の

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
料

と
国
・
都
道
府
県
・
区
市
町
村
の
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の
協

力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
か

ら
、
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の

有
効
利
用
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=
高
齢
医
療
係

表4　 外来のとき

表5　 入院のとき

※差額ベッド代など保険の使えないものは
全額自己負担となります

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

厚
生
労
働
省
主
催
に
よ
る
、
1
3年

度
慰
霊
巡
拝
(
墓
参
)
は
、
旧
ソ
連
、

中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

南
西
諸
島
、
北
ボ
ル
ネ
オ
、
マ
ー
シ

ヤ
ル

ー
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
硫
黄
島

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施
地

域
・
時
期
、
参
加
申
込
資
格
な
ど

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
民
生
係

区
役
所
へ
は
電
車
や
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

庁
舎
駐
車
場
混
雑
緩
和
の
た

め
、
ご
来
庁
の
際
に
は
、
電
車

(東
武
線
梅
島
駅
、
五
反
野
駅
)
、

バ
ス
(

バ
ス
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

バ
ス
)
な
ど
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
先
=
庁
舎
管
理
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
2
5

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

民
権
運
動
の
も
と
に

1
8
7
7
年
(
明
治
1
0年
)
前
後

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
自
由
民
権
運
動
が

盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
開
放
令
が
、

実
質
的
に
有
名
無
実
で
あ
る
こ
と
に

失
望
し
た
部
落
の
人
々
は
、
こ
の
運

動
に
関
心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

1
8
8
2

年
(
明
治
1
5年
)
に

は
、
山
上
卓
樹
が
数
人
の
部
落
の
青

年
と
自
由
党
に
入
り
、
民
権
運
動
に

参
加
し
ま
し
た
。
山
上
は
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立

場
か
ら
、
人
間
の
平
等
を
志
し
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
現
状
で
は
不
可
能

だ
と
知
る
と
、
自
由
党
に
加
わ
っ
た

の
で
す
。

1
8
8
7
年
(
明
治
2
0年
)
政
府

の
民
権
運
動
弾
圧
に
よ
り
東
京
を
追

放
さ
れ
大
阪
に
移
っ
た
中
江
兆
民

は
、
部
落
の
人
々
が
「
新
民
」
と
し

て
自
ら
を
卑
下
す
る
こ
と
な
く
、
奮

起
す
る
べ
き
こ
と
を
促
し
ま
し
た
。

彼
は
、
世
の
民
権
論
者
が
貴
族
な
ど

支
配
階
級
と
の
平
等
ば
か
り
を
問
題

に
し
て
、
部
落
の
人
々
の
人
権
を
尊

重
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
誤
り

で
あ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

1
8
8
9
年
(
明
治
2
2年
)
大
日

本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
と
、
部

落
の
人
々
は
、
民
主
主
義
の
発
展
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
期
待
も
開
放

令
と
同
様
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
部
落
に
対
す
る
周
囲
の
差
別
は

跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ
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東
部
・
西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

・
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
、
難
病
な
ど
で
身

体
が
不
自
由
に
な
り
、
リ
(
ビ
リ
訓

練
を
希
望
す
る
方
に
次
の
よ
う
な
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
対
象
=

1
5
歳
～
6
5
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
の

あ
る
区
民

内
容
=
マ
ヒ
の
あ
る
手

足
だ
け
で
な
く
身
体
全
体
の
機
能
を

最
大
限
に
生
か
す
リ
(
ビ
リ
訓
練
/

言
葉
の
不
ぼ
由
な
方
の
た
め
の
言
語

訓
練
/
再
発
防
止
の
た
め
の
健
康
管

理
/
家
事
・
更
衣
・
入
浴
な
ど
の
動

作
訓
練
/
補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の

紹
介
や
作
成
/
外
出
訓
練
や
交
通
機

関
利
用
訓
練
/
手
芸
・
陶
芸
な
ど
趣

味
開
拓
/
就
労
に
向
け
て
の
援
助

※
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す

・
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
障

害
の
あ
る
方
(
ま
た
は
そ
の
家
族
の

方
)
を
対
象
に
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、看
護
婦
な

ど
の
専
門
職
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
内
容
=
身
体
機
能
/

言
語
機
能
、聴
覚
機
能
/
補
装
具
、

自
助
具
/
福
祉
用
具
/
進
路
・
就
労

臺
障
害
を
お
持
ち
の
方
と
交
流
し
ま

せ
ん
か

「
初
心
者
対
象
夏
休
み
陶
芸
教
室
」

参
加
者
募
集

日
時
等
=
表
6

対
象
=
東
①
・
②
/

西
①
・
②
…
区
内
在
住
の
1
5歳
以

上
の
方
、
東
③
・
④
/
西
③
・
④
…

区
内
在
住
の
小
・
中
学
生

た
だ

し
、
2
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方

定
員
=
各
コ
ー
ス
1
0人
(
抽
選
)

費
用
=
1
0
0円(
粘
土
代
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
明

記
し
て
、
参
加
を
希
望
す
る
セ
ン
タ

ー
に
郵
送

※
両
方
へ
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん

期
限
=
6
月
2
5日

消
印
有
効

-

い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1・0
0
5
7

神

明
南
2
-
6
-
1
8

啻
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
6
3

谷
在
家
3
1
1
3
-
I

啻
(
3
8
5
3
)
0
6
3

《
7』

表6　 夏休 み陶芸教室日程等( 初心 者対象)

※コース内、東=東部障害福祉総合センタ一 西=西部障窖福祉総合センター

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
毎
年
6

月
と
8
月
に
発
生
し
、
樹
木
に
被

害
を
も
た
ら
す
害
虫
で
す
。
越
冬
し

た
サ
ナ
ギ
が
白
い
小
さ
な
ガ
に
な
っ

て
産
卵
し
、
6
月
中
旬
に
卵
が
か
え

り
ま
す
。
幼
虫
(
毛
虫
)

↓
サ
ナ
ギ

↓
成
虫
(
が
)

↓
産
卵
↓
幼
虫
と
な

り
、
8
月
に
2
回
目
の
被
害
が
で
ま

す
。
6
月
に
完
全
に
退
治
す
れ
ば
、
8

月
に
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
の

で
、
早
め
の
手
当
が
大
切
で
す
。

・
巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
葉
の

裏
側
に
毛
虫
が
群
が
っ
て
巣
を
つ
く

り
ま
す
。
始
め
は
、
葉
の
表
皮
だ
け

を
残
し
て
食
べ
る
の
で
、
葉
が
透
け

て
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
巣
の

う
ち
に
駆
除
す
る
の
が
、
最
も
効
果

が
あ
る
方
法
で
す
。
好
ん
で
卵
を
産

み
付
け
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
桜
、
柿
、

柳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
特
に
注

意
し
て
葉
の
裏
の
状
態
を
観
察
し
て

く
だ
さ
い
。

・
巣
を
取
り
除
ぐ
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
葉
を

切
っ
て
、
す
ぐ
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
一

斉
に
発
生
す
る
た
め
、
駆
除
も
地
域

で
一
斉
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
各
家
庭
の
樹
木
(
庭
木
)
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
に
駆
除
の
責
任
が
あ

り
ま
す
。
高
さ
が
5
m
以
上
も
あ
る

樹
木
、
所
有
者
不
明
の
樹
木
な
ど
、

駆
除
が
困
難
な
場
合
に
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
校
、
公
園
、

街
路
樹
に
つ
い
て
は
、
各
管
理
者
が

駆
除
し
ま
す
。
な
お
、
地
域
で
駆
除

す
る
方
の
た
め
に
、
各
区
民
事
務
所

に
動
力
噴
霧
機
を
配
備
し
、
貸
し
出

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
先
=
足
立
保
健
所
生
活
衛

生
課

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
6

月
中
に
お
近
く
の
動
物
病
院
な
ど

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
が
ま
だ
登
録
し
て

い
な
い
方
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
、

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
区
民
事
務
所

で
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

散
歩
中
に
放
し
飼
い
を
す
る
方
が
多

い
と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
方
は
鎖
な
ど
を
放
さ
な
い

よ
ケ
充
分
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
足
立
保
健
所
生
活
衛
生
課

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
=
7
月
9
日
側
・
7
月
1
6
日
㈲

の
2
日
制
午
後
1
時
3
0
分～
3
時

3
0分

対
象
=
健
診
な
ど
で
高
脂
血

症
(
中
性
脂
肪
が
多
い
・
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
多
い
)
と
い
わ
れ
要
指
導

に
な
り
何
と
か
改
善
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
方

内
容
=
高
脂
血
症
っ
て

な
あ
に
?
(
高
脂
血
症
を
改
善
す
る

た
め
の
食
事
・
運
動
)
な
ど

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

思
春
期
・
青
年
期
講
演
会

「
今
ど
き
の
若
者
た
ち
の
コ
コ
ロ
」

学
校
や
会
社
に
行
か
ず
、
何
も
し

な
い
で
家
に
い
た
り
、
対
人
関
係
に

悩
ん
で
い
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
若
者
た
ち
の
心
の
問
題
と
対

応
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
6

月
1
5日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

講
師
=
星
一
郎
氏
(
わ
い
わ

い
ギ
ル
ド
代
表
)

定
員
=
6
0
人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

日
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

思
春
期
保
健
講
座

思
春
期
、
心
の
闇
を
探
る

引
き
こ
も
り
、家
庭
内
暴
力
…

そ
の
と
き
家
族
は

引
き
こ
も
り
が
社
会
的
な
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
家

族
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
か
。

日
時
=
6
月
3
0日

出
、
午
後
2
時
～
3
時
3
0分

講
師
=

庄
司
正
実
氏
(
目
白
大
学
助
教
授
)

定
員
=
4
0
人

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

体
も
心
も
ス
ッ
キ
リ

ダ
イ
エ
ッ
ト
(
2
日
制
)

生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

内
容
=

食
生
活
の
工

夫
、
手
軽
に
で
き
る
運
動

日
時
=
6

月
2
0日
水
・
2
7日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3

時
3
0分

定
員
=
2
5
人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

双
子
の
会

育
児
の
苦
労
を
半
分
に
、
楽
し
さ

を
㈲
一
倍
に
。
そ
れ
が
「
双
子
の
会
」

で
す
。
日
時
=
毎
月
第
3
水
曜
日
　

(
8
月
の
み
第
2
水
曜
日
)
、
午
前

1
0
時
～
正
午
対
象
=
就
学
前
の
双

子
の
親
子
申
込
=
電
話
場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
　
　
　

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
″
D

糖
尿
病
予
防
教
室
(
2
日
制
)

「
血
糖
値
」
が
気
に
な
る
あ
な

た
、
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
6
月
2
5
日
㈲
・
7
月
2
日

側
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

内
容
=
糖
尿
病
と
は
?
・
/
あ
な
た
の

食
事
大
丈
夫
?
・
/
糖
尿
病
と
歯
周
病

予
防
/
手
軽
に
で
き
る
運
動

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう( 2) ～

脊椎はS 字にカーブし てお り、運動による体へ の
衝撃を緩和したり、姿勢を正常に保つ働 きがあ りま
す。今回は脊椎の一部であ る胸椎 の動 きを良くし、
わん曲を調整する「胸椎 のエクササイズ」を紹介し
ます。

□ エクササイズ1
①両ひざを立てて仰向けになる。わきをあけ、ひじ
を90度に曲げて握りこぶしを天井に向ける(図1)
②息を大きく吸い、ひじを床に押し付け大きく胸を張り2～
3 秒保つ( 肩 甲骨を脊椎に近づける) ( 図2)

③ゆっくりと元に
戻し、リラックス

※ 3～5回程度繰
り返す

( 図1) ( 図2)

□ エクササイズ2
〈胸のストレッチング〉

後ろで手を組み、手を
下に押しながら胸を張る

〈背中のストレッチング〉

手を前で組み、前に伸
ばしながら背中を丸める

※ 前回紹介した、首のエクササイズと合わせて行うとより効果的です

《体育振興担当課S3859- 3422 協力: 生涯学習振興公社》

6月21 日( 木)は
足立銭湯の日( 夏至)
大人200円、中人( 小 学生) 50 円、小人
( 幼児) 無料で区内の銭湯が利用できま
す。 問先= 衛生管理課衛生管理係

03880 ―5891

C
型
肝
炎
の
抗
体
検
査
を

開
始
し
ま
し
た

慢
性
肝
炎
の
原
因
と
し
て
、
C
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
C
型
肝
炎

は
、
主
に
輸
血
な
ど
の
血
液
媒
介
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
と
、
肝
臓
の
機
能
が
低
下

し
肝
硬
変
・
肝
が
ん
を
発
病
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
病
は
、
重
症

化
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く

い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、

今
、
症
状
が
無
く
て
も
肝
機
能
の
障

害
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

や
、
輸
血
な
ど
の
経
験
が
あ
る
人

は
、
医
療
機
関
で
診
察
・
検
査
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
区
内
の
各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
7
)

で
は
、
C
型

肝
炎
に
つ
い
て
の
相
談
・
問
い
合
わ

せ
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

i
C

型
肝
炎
と
エ
イ
ズ
の
同
時
検
査

(無
料
)

C
型
肝
炎
と
エ
イ
ズ
の
同
時
検
査

の
場
合
に
限
り
無
料
で
検
査
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
、
2
週
間
後
に

本
人
へ
結
果
説
明
し
ま
す
(
証
明
書

の
発
行
は
し
ま
せ
ん
)
。
C
型
肝
炎
の

み
の
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医

療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
た
だ
し
、

有
料
で
の
検
査
と
な
り
ま
す
。

日

時
=
1
0月
ま
で
の
毎
月
第
2
・
第
4

木
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
2
時
3
0

分

対
象
=
エ
イ
ズ
と
C
型
肝
炎
の

検
査
を
一
緒
に
受
け
ら
れ
る
方

※

匿
名
検
査
に
な
り
ま
す

定
員
=
2
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
(
表
7
)

表7　 保健総合センター一覧

◎ 訂正とおわび　5 月25号3 面「食と健康教室・更年期と食生活」に日程の誤りがありました。次のとおり訂正しておわびします。【正】日程=6 月12日(火)・9月11(火)
《 千住保健総合センター》
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keep
adachi  gr een

私
た
ち
の
み
ど
り
は
私
た
ち
の
手
で

見
直
そ
う

〝み
ど
り
の
ち
か
ら
〟

緑
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
人
に
大
き
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
空
気
を
き
れ
い

に
す
る
、
大
気
浄
化
作
用
。
ま
た
、
日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、
葉
か
ら
の
水
分
蒸
発
作
用
で
ま

わ
り
の
気
温
を
下
げ
、
夏
の
暑
さ
を
和
ら
げ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
樹
木
に
よ
る
防
音
や
防
火

帯
と
し
て
の
機
能
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
み
ど
り
は
ま
ち
に
四
季
を
伝
え
、
人
を
ま
ち
に
誘

い
出
し
、
ま
ち
に
う
る
お
い
を
与
え
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
地
域
の
活
動
の
中
で
ど
の
よ
う
に
み
ど
り
を
増
や
し
て
い
る
か
、
い
わ
ぱ

「
地
域
密
着
型
の
み
ど
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
で
地
域
全
体
が

公
園
の
よ
う
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

梅 島
グリーンパーク

こ
の
場
所
は

公
園
用
地
で
、

敷
地
内
に
は
砂

利
が
敷
き
詰
め

ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
去
年
の

秋
、
梅
島
栄
町
会
と
区
が
「
緑
の
協

定
」
を
結
ん
だ
の
を
機
に
、
約
闥
坪

の
土
地
の
整
備
に
取
り
か
か
り
ま
し

た
。
町
内
の
事
業
所
の
協
力
も
得

て
、
花
劭
株
、
土
。
ス
コ
ッ
プ
な
ど

を
準
備
し
、4
月
2
4日
に
、
川
人
以

上
で
花
壇
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
圀

個
分
の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
に
は
、

色
と
り
ど
り
の
花
で
敷
地
内
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
、
花
の
管
理
に
は
町
会
の

フ
ラ
ワ
ー
委
員
約
3
0人
が
当
た
っ
て

い
ま
す
。
●
『
み
ん
な
が
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
ひ

と
つ
に
な
っ
た
』
と
語
る
町
会
長
さ

ん
。
こ
こ
を
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う

な
様
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
て
。

「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
花
が
あ
ふ

れ
る
『
花
の
ま
ち
』に
し
た
い
」
と
い

う
希
望
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

《
「
緑
の
協
定
」
を
活
用
(
ま
ち
づ
く

り
課
)
》

亨
蠢
夏
纂
覆
審
脾

ぽ
I
`

'
゛
`
'

矚
.
卷
……
一
.
-

錆

裔
t
l
一
恵
心
】

鯒
麟
-
.

配
y
・
、
一
‘
?
辿
“
'

刪

‘
'
・
.
一
・
.
・
馭
‘
-
.
.
'
t

。
鄙
…
…
…
.

黨
蹙
.
靨
羣

一
u
彰
ぶ
1
回
妬

心

t
t

斗

幸

哨

一
………

】
'
}
{

・
‥一

▼ ここで見ら れる主な 花…
ベゴニ ア、ゼラニ ウム、ジ
ャーマン アイリスなど、 計500

株
所在地 …梅 島l - 30- 6

親

近

感

の

あ

る商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

竹 の 塚

カ リン

ロ ード

昭
和
6
0
年

に
、
車
道
と
歩

道
の
舗
装
工
事

を
し
た
際
に
、

竹
の
塚
銀
座
通

り
商
店
会
か
ら

二
コ
ニ
コ
通
り
商
店
会
に
続
く
約
罰

n
り
眛
1
f
・
「
E
‘
一
彖
丿
一―
冫
ぶ
″
a

木
」
を
と
の
声
か
ら
、
カ
リ
ン
の
木

を
植
栽
し
ま
し
た
。
●
カ
リ
ン
ロ
ー

ド
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、
「カ
リ
ン
収

穫
祭
」と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
毎

年
秋
に
行
わ
れ
、今
年
で
1
7
回
目
を

迎
え
ま
す
(
今
年
は
1
0
月
下
旬
～
1
1

月

上

旬

を

予
定
)

。
収

穫

祭
で

は

、
カ

リ

ン

の

木

か

ら
獏

れ

た
実

、
計
9

個

や

花

の

小
鉢

な

ど

が

抽

選
で

配

布

さ

れ

ま

す

。
●

『
水

を

与
え

た

り

、
雑

草

を

取

っ

た

り
で

、
カ
リ

ン

の

木

の

世

話

を

す

る
の

は

大

変
で

す

が

、
カ

リ

ン

を

通

じ
て

地

域

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が
取

れ

、

商

店
街

の

ま

と

ま
り
も
で
き
て
き
ま
し
た
」
と
商
店

会
の
方
は
言
い
ま
す
。
「
物
だ
け
を
売

れ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
商
店
街
が

い
こ
い
の
場
と
な
り
、
い
か
に
お
客

さ
ん
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
か
が
大

事
」
と
も
。
最
後
に
「
カ
リ
ン
効
果

で
、
お
客
様
の
数
も
年
々
多
く
な
つ

″
`
t
・
S
一
丶
・
″
・
一
″
'
i
l
'
・
」
一
-
丶
・
'
丶

し

た

。

《

カ

リ

ン

収

穫

祭

に

は

、

商

店

街

活

性

化

イ

ベ

ン

ト

事

業

補

助

金

を

活

用

(
産

業

振

興

課
)

》

▲
所
在
地
…

竹
の
塚
6
-
4

～
5
-
8

先

人
々
で
に
ぎ
わ
う
竹
の
塚

カ
リ
ン
ロ
ー
ド

地
域
の
学
枝
の周

年
行
事
を
き
っ
か
け
に

興本小学校扇中学校および周辺9町会自治会・管理組合今年、興
本

小
学
校
は
創
立
4
0

周
年
、
扇
中

学
校
は
2
0周
年

を
迎
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、

地
域
に
よ
る
両
校
の
周
年
行
事
を
祝

う
会
で
は
、
小
・
中
学
校
と
協
同
し
。

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
し
て
、
千

靭
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
、
主
に
学
校

の
周
辺
の
歩
道
を
花
で
飾
り
ま
し

た
。
●
4
月
2
8日
。
両
校
の
児
童
・

生
徒
約
司
人
が
参
加
し
、
地
域
の
方

や
教
職
員
と
共
に
5
千
個
近
く
の
苗

を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ま
し
た
。
苗

や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
は
、
去
年
の
バ

ザ
ー
の
収
益
金
を
も
と
に
購
入
し
、

ま
た
、
苗
は
地
域
の
花
栽
培
農
家
か

ら
澗
達
し
た
り
と
。
ま
さ
に
地
域
一

丸
と
な
っ
て
の
行
事
で
す
。
●
登
下

校
の
際
に
子
ど
も
た
ち
が
花
の
成
長

を
見
守
る
光
景
も
見
ら
れ
、「
花
を
通

じ
て
、
ま
す
ま
す
地
域
と
学
校
が
親

密
に
な
っ
て
い
け
ば
」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

▲ 所 在地 … 扇 三 丁 目 周 辺
こ こで 見 ら れ る 主な 花 …
ペ チュ ニ ア 、 マ リ ーゴ ー
ルド 、 ベ ゴ ニ ア 、 サフ ィ
ニ アな ど 、 計5 千 株

ま
ち
の
み
ど
り
を
増
や
す
た
め
に
、

区
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

□
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
「
緑

の
協
力
員
」

ま
ち
な
か
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

緑
を
増
や
す
た
め
に
。
区
民
の
方

に
お
願
い
し
て
い
る
緑
の
協
力
員

制
度
。今
年
の
4
月
に
第
1
3期
が
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
第
1
2期
の

協
力
員
は
、
荒
川
の
自
然
や
巨
木

な
ど
。
各
自
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ

を
自
主
的
に
設
定
し
調
査
・
研
究

を
進
め
た
り
。
区
の
緑
化
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て

き
ま
し
た
。
1
2期
の
活
動
報
告
書

が
、
ま
も
な
く
各
地
城
図
書
館
に

届
く
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

□
貴
重
な
緑
を
次
世
代
へ
「
保
存

樹
木
・
樹
林
の
指
定
」

急
速
な
都
市
化
に
よ
り
減
少

し
、
現
在
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る

大
樹
や
樹
林
。
こ
の
貴
璽
な
緑
を

地
域
の
財
産
と
し
て
保
護
し
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
所
有
者
・

髣
!
価
a
刀
勧
」
済
こ
鴎
ゴ
き
瞽
t
し

て
い
ま
す
。

1
3
年
3
月
3
1
日
現
在
。
保
存
樹

木
鉐
本
、
保
存
樹
林
4
ヵ
所
(
5

千
7
9
!
m
)が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
指
定
基
準
】
▽
樹
木
…
樹
高
1
0
m

以
上
、
地
上
砲
m
で
幹
周
1
2
m

以
上

▽
樹
林
・
:樹
木
の
集
団
が

占
め
る
面
積
が
网
m
以
上

□
災
害
に
強
く
緑
豊
か
な
ま
ち
づ

り
「
接
道
部
緑
化
工
事
助
成
」

区
で
は
、
幅
員
4
m

以
上
の
道

路
に
面
す
る
部
分
を
生
け
垣
や
植

樹
帯
で
整
備
さ
れ
る
方
に
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
(
表
5

参
照
)
。工
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

表5　 助成金の交付額

※ 交付 限度 額 は30万 円 まで
※ 塀の 撤 去は 、緑 化工 事 延長

と 同じ 長さ ま で

□
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

攵
ら
り
y
り
¥
・
り
ま
、听
ぽ

者
の
努
力
や
近
隣
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
落
ぢ
葉
や
虫
、
日
照
の

妨
げ
に
な
る
な
ど
市
街
地
固
有
の

課
題
も
あ
り
、
最
近
で
は
、
こ
う

い
っ
た
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

樹
木
と
共
存
し
、
地
域
の
財
産

と
し
て
緑
を
守
り
育
て
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
や
し
く
み
が

必
要
か
。
地
域
の
皆
様
の
立
場
か

ら
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

-
い
ず
れ
も
-

問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▲ 区 内 で 樹 高 が 最 も 高い 常 善 院 の
い ちょ う( 約26m・平 成8 年 調査)

I T講習会
初 心 者向 け パソ コン 教 室

「I
T

講
習
会
」で
は
、
初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
よ
う
な
初
心
者
を

対
象
に
、
計
1
2時
間
で
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
な
ど
を
学
び
ま
す
。

□
こ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
す

▽
マ
ウ
ス
の
操
作

▽
文
字
の
入
力

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ヘ
の
接
続

▽
E

メ
ー
ル
の
送
受
信
な
ど

7
月
の
I
T
講
習
会

参
加
者
募
集

□
生
涯
学
習
振
興
公
社
申
し
込
み
分
(

表
1
・
コ
ー
ス
番
号
1
～
2
1
)

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

秦
推
進
鑠
一
T
?
0
0
3
4
千
住

5
-
1
3
-
5

霤
(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

表1　7 月のI T 講 習 会 日 程 表( 生 涯 学 習振 興 公 社 開 催 分)

□
青
少
年
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
分
(

表
2
・
コ
ー
ス
2
2～
2
9
)

申
・
問
先
―
青
少
年
セ
ン
タ
ー
〒

圀
・
0
8
4
1
西
新
#
1
-
4
-
1
7
　
　
　

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表2　7 月 のI T 講 習会( 青 少 年 セン タ ー 開 催 分)

-

い
ず
れ
も
-

対
象
l
匐
歳
以
上
の
都
民

定
員
―

各
コ
ー
ス
匐
人
(
抽
選
)

費
用
―
受

講
料
は
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
匐
円
の

実
費
負
担
あ
り
)

申
込
―
往
復
八

ガ
キ
に
①
希
望
の
コ
ー
ス
番
号

②

住
所

③
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

④
年

齢

⑤
性
別

面
電
話
番
号
を
明
記

し
各
申
し
込
み
先
へ
(
全
コ
ー
ス
の

中
か
ら
I
人
I
コ
ー
ス
、1
通
の
み

有
効
)

※
コ
ー
ス
番
号
・
場
所
を
確

認
し
、
記
載
も
れ
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い

期
限
1
6

月
3
日

必
着

《 往 復 ハ ガ キ の 記 入 例 》

50
返信

自 分 の 住所 ・

氏名 を 記 入

I T 講習 会申 込 書

( 1)希望 の コー ス番 号

( 2)郵便 番 号・ 住所

( 3)氏名( フ リ ガナ)

( 4)年齢

( 5)性別

( 6)電話 番 号

50
往 信

名 講習 会の
申 し込 み先・ 住所 を
記 入

※ 往 信面 の 右 側に は

何 も 書か な い でく だ さい

I
T

講
習

会
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

生
涯
学
習
課
I
T

事
業

(
3
8
8
0
)
5
2
2
9

今後の主 な予定( 今回は応募でき ません)
表3 、4 、5は 、8・9 月 の 開 催 予 定 で す( 変 更 に な る 場 合 あ り) 。

表3　 梅田セン ター分館開 催分( 8・9 月) 表4　 青少年センター開催分( 8・9月) 表5　 学びピ ア21開催分( 9 月)

※ 8 月の開 催はあり ません

学

校
ア

ル

バ

ム

梅 島第 一 小 学 校
梅 島3- 37- 4

【
心
を
育
み
、
開
か
れ
た
学
校
】

本
校
は
、
『
明
る
く

楽
し
く

仲
よ
く
』
を
基
本
に
、f
ど
も
の
夢

を
育
み
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

(
1
)研
究
を
主
体
と
し
た
梅
一
小

区
研
究
奨
励
校
と
し
て
、
特
に

『生
活
科
』「
総
合
的
な
学
習
の
時
問
」

で
特
色
の
あ
る
活
動
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、基
礎
・
基
本
の
徹
底
の
た
め
、

少
人
数
化
の
学
習
形
態
に
よ
り
、
き

め
細
か
で
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
工

夫
し
、
学
ぶ
喜
び
を
持
た
せ
ま
す
。

(
2
)心を
育
て
る
梅
一
小

本
校
で
は
、
教
育
目
標
「
思
い
や

り
の
あ
る
子
」
「
た
く
ま
し
い
子
」

を
育
む
た
め
に
、
道
徳
教
育
、
学
校

給
食
(
誕
生
給
食
・
敬
老
給
食
)
、

金
管
バ
ン
ド
、
体
育
的
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

□
保
延
義
允
校
長
か
ら

本
校
の
児
童
は
地
域
・
保
護
者
の

方
々
に
温
か
く
見
守
ら
れ
、
素
直
で

明
る
い
児
童
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て

『
学
ん
で
よ
か
っ
た
弌

保
護
者
に

と
っ
て
「
預
け
て
よ
か
っ
た
」
学
校

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

校
内

研
究
「
生

活
科
」で

「
大

き
く
な
っ

た
ぼ
く

、

わ

た
し
」の
発

表

「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
ソ
ー
ラ
ン
節
に
合

わ
せ
て
楽
し
く
表
現
活
動

第 十 中 学 校
梅 島3- 23- 3

【
地
域
と
と
も
に
歩
む
第
十
中
】

本
校
は
、
西
新
井
駅
か
ら
徒
歩
6

分
と
い
う
便
利
な
場
所
に
あ
る
た

め
、
地
域
の
方
々
の
み
な
ら
ず
。
区

内
の
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
校
内
に
は
地
域
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
あ
り
、
い
つ
で
も
地
域
の

方
々
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
や
じ
の
会
主
催
の
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
バ
レ
ー
大
会
に
は
、
地
域
の
多

く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
で
積
極
的
に
地
域
に
飛
び
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
峨
の
多
く
の

方
々
と
『
お
話
』
に
よ
る
交
流
が
で

き
れ
ぱ
と
考
え
て
い
ま
す
。

I
学
期
に
1
週
間
、2
学
期
に
2

週
間
の
学
校
公
開
日
で
は
、
大
勢
の

方
に
こ
れ
ら
の
活
動
や
授
業
な
ど
を

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

□
土
田
壯
造
校
長
か
ら

本
校
は
、
数
年
前
か
ら
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
地
域
消
掃
や
施
設
訪
問

用
菊
づ
く
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
「
自
分
を
知
る
」
か
ら

『
自

分
を
生
か
す
』
体
験
学
習
な
ど
、
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

梅
島
第
一
小
と
共
同
で

地
域
清
掃

高
齢
者
施
設
な
ど
に
贈
る

菊
づ
く
り

駅
め
ぐ
り

西
新
井
駅

【
駅
周
辺
を
歩
い
て
み
る
こ
と
で
、ま

ち

の

新

し

い

一

面

を

紹

介

し

ま
す

】

毎
叺

約
5
万
3
千
人
の
乗
降
客

や
買
物
客
で
に
ぎ
わ
う
西
新
井
駅
。

西
口
か
ら
日
清
紡
跡
地
の
塀
に
沿
っ

て
約
1
0分
歩
く
と
、
関
原
三
丁
目
に

あ
唇
商
店
街
に
着
き
ま
す
。
夕
方
に

な
る
と
、
活
気
あ
る
店
員
の
掛
け
声

と
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
と
で

商
店
街
は
輝
き
出
し
ま
す
。
こ
こ
に

は
4

つ
の
商
店
街
が
隣
接
し
て
い

て
、
互
い
に
競
い
合
い
協
力
し
あ
っ

て
ま
ち
を
盛
り
k
げ
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
人
で
も
買
い
や
す
い
気
さ
く

な
雰
囲
気
を
感
じ
る
、
正
統
派
の
商

店
街
で
す
。
こ
の
商
店
街
の
中
の
時

計
店
に
は
か
ら
く
り
時
計
が
あ
り
、

メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
ピ
エ
ロ
が
首

を
左
右
に
振
る
し
ぐ
さ
は
な
ん
と
も

こ
っ
け
い
で
す
。
さ
ら
に
は
、
自
宅

に
据
っ
た
井
戸
水
を
使
用
し
。
ま
き

で
沸
か
し
て
い
る
銭
湯
が
あ
り
ま

す
。
一
度
に
加
人
は
入
れ
そ
う
な
大

き
な
露
天
ぶ
ろ
に
は
、
季
節
ご
と
に

様
々
な
花
や
木
が
植
え
ら
れ
(
6

月

に
は
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
)
、
都
内
に
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。こ

の
商
店
街
を
離
れ
、
西
口
か
ら

東
ロ
ヘ
抜
け
る
と
、
島
根
三
丁
目
に

は
「
中
高
年
向
け
」
と
看
板
に
書
か

れ
た
カ
ラ
オ
ケ
ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
ま

す
。
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
と
は
違

い
、
こ
こ
に
は
叨
畳
以
上
の
大
部
屋

に
3
2人
分
の
座
席
が
用
意
さ
れ
、
広

い
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
も
よ
し
、
他
人

の
歌
を
の
ん
び
り
と
聴
く
だ
け
で
も

よ
し
、
と
中
高
年
の
社
交
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
客
層
は
3
5歳
か
ら
9
0

歳
く
ら
い
ま
で
と
幅
広
く
、
も
ち
ろ

ん
若
者
も
大
歓
迎
で
す
が
、
雰
囲
気

の
違
い
に
、
ス
タ
ジ
オ
を
の
ぞ
い
た

だ
け
で
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ぱ

し
ば
と
か
。

《
広
報
課
》

▲ 西 新井 駅 西 口
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く
ら
し
の
情
報

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
6
月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
・
年
金

1
3年
度
国
民
年
金
の
年
金
額

国
民
年
金
額
は
1
2年
度
と
同
額
に

な
り
ま
し
た
(
表
I
)
。
問
先
=
国

民
年
金
課
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
Q
}

表1　13 年度国民年金額こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や

め
る
手
続
き
は
自
動
的
に
は
で
き
ま

せ
ん
。
表
2
に
該
当
す
る
方
は
、
1
4

日
以
内
に
届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
必
要
書
類
や
手
続
き
場

所
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
=
国
民
健
康
保

険
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表2　 国民健康保険 の手続 き

[ ※ 」印については、国保加入者のみ対象

生
活
環
境

足
立
区
奨
学
生
募
集

1
1
4年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生

(採
用
候
補
者
)
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
…
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
/
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
同
種
の
学

資
金
を
ほ
か
か
ら
借
り
受
け
て
い
な

い
/
都
内
ま
た
は
通
学
可
能
な
近
県

に
所
在
す
る
大
学
・
高
等
学
校
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
(
修
業
年

限
2
年
以
上
の
専
門
課
程
お
よ
び
大

学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
修
業
年
限
3

年
以
上
の
高
等
課
程
)
に
入
学
を

予
定
し
て
い
る
(
在
学
中
も
可
)
/

学
業
成
績
が
良
好

募
集
予
定
人
員

と
貸
付
額
=
表
3

申
込
=
区
立
中

学
校
3
年
生
は
各
中
学
校
。
そ
の
他

の
方
は
学
務
課
助
成
係

期
限
=
6

月
2
9日

廡
育
英
資
金
に
対
し
寄
付
を
い
た
だ

い
た
方
(
敬
称
省
略
)

高
砂
殿
/
吉
m
正
男

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
学
務
課
助
成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

表3　 募集予定人員と14 年度貸付額
私
た
ち
で
つ
く
る

「
成
人
の
日
の
集
い
」

検
討
会
委
員
募
集

最
近
、
「
成
人
式
」
の
意
義
や
あ
り

方
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
式
典

の
運
営
方
法
や
記
念
品
な
ど
、
新
し

い
「
成
人
の
日
の
集
い
」
を
自
分
た

ち
で
考
え
ま
せ
ん
か
。
対
象
=
昭

和
5
5
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
8
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
方
内
容
=
9
月
ご

ろ
ま
で
に
3
～
4
回
の
会
議
を
開

催
。
時
間
は
、
午
後
6
時
～
8
時
　

(
予
定
)
定
員
=
5
人
～
8
人
程

度
(
抽
選
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

な
く
そ
う
梅
雨
期
の
交
通
事
故

～
雨
の
日
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
～

晴
れ
の
日
に
比
べ
雨
の
日
は
、
事

故
の
発
生
割
合
が
追
突
事
故
で
約
1
.
2

倍
、
横
断
歩
道
横
断
中
の
事
故
で
約
1
.
8

倍
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
ド
ラ
イ
バ
ー

雨
の
日
は
、
視
界
が
悪
く
な
り
、

タ
イ
ヤ
の
グ
リ
ッ
プ
カ
も
低
下
し
ま

す
。
晴
れ
た
日
よ
り
ス
リ
ッ
プ
し
や

す
く
、
制
動
距
離
が
長
く
な
る
な
ど

悪
条
件
が
重
な
り
、
危
険
度
が
高
く

な
り
ま
す
。
特
に
降
り
始
め
か
ら
1

時
間
く
ら
い
は
、
泥
や
ホ
コ
リ
の
影

響
で
最
も
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

①
日
ご
ろ
か
ら
ワ
イ
パ
ー
、
ウ
ィ
ン

ド
ー
ウ
ォ
ッ
シ
ヤ
ー
液
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う

②
タ
イ
ヤ
の
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う

③
急
ブ
レ
ー
キ
、

急
(
ン
ド
ル
は
避
け
ま
し
ょ
う

④

速
度
を
普
段
よ
り
下
げ
て
走
り
ま
し

ょ
う

⑤
卑
間
距
離
を
通
常
よ
り
広

く
取
り
ま
し
ょ
う

・
歩
付
者
・
自
転
車

雨
の
日
や
夜
間
外
出
時
に
は
、
事

故
防
止
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

。

①
酊
か
け
る
と
き
は
、
黄
色
や
白
な

ど
の
目
立
つ
色
の
服
装
を
し
ま
し
ょ

う

②
靴
や
鞄
に
反
射
材
を
つ
け
ま

し
ょ
う

豐
間
が
よ
く
見
え
る
よ
う

に
傘
を
さ
し
ま
し
ょ
う

④
必
ず
安

全
を
確
か
め
て
横
断
し
ま
し
ょ
う

⑥
ぽ
転
車
で
傘
を
さ
し
て
の
運
転
は

や
め
ま
し
ょ
う

交
通
事
故
は
ほ
ん
の
一
瞬
の
不
注

意
で
起
こ
り
ま
す
。
運
転
者
、
歩
行

者
と
も
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
交
通
安
全
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

勤
労
青
少
年
寮
の
廃
止

区
立
勤
労
青
少
年
寮
は
、
1
5年
3

月
末
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

今
後
、
新
規
入
寮
者
の
募
集
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
先
=
融
資
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

建
物
を
新
築
等
さ
れ

る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、

建
物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で

出
入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た

に
住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
棟
上

げ
・
基
礎
工
事
が
終
了
し
た
ら
、
案
内

図
と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式
の

中
に
あ
り
ま
す
)
を
ご
用
意
の
ゝ
?
兄

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ア
パ
ー
ト
な
ど
建
物
の
名
称
が
変
わ

っ
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
て

あ
る
住
居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ

板
)
を
破
損
・
紛
失
し
た
方
に
は
、

窓
口
に
て
新
し
い
住
居
表
示
板
を
無

料
で
再
交
付
し
ま
す
。

問
先
見
戸

籍
住
民
課
住
居
表
示

建
築
主
の
方
へ

延
床
面
積
が
一
定
以
上
の
建
築
物

を
建
て
る
と
き
は
、
廃
棄
物
保
管
場

所
等
の
確
保
と
設
置
届
の
提
出
が
条

例
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
建
築
物
=
事
業
用
途
に
供
す
る

部
分
の
延
床
面
積
千
㎡
以
上
の
建
築

物
/
小
売
業
に
つ
い
て
は
延
床
面
積
5
0
0

㎡
以
上
の
建
築
物
/
腴
尸
以
上
の

建
築
物
/
事
業
用
途
に
供
す
る
部
分

の
延
床
面
積
が
千
㎡
未
満
の
建
築
物

で
、
凹
尸
以
上
の
住
居
用
途
を
兼
用

す
る
建
築
物

提
出
書
類
=
再
利
用

対
象
物
保
管
場
所
設
置
届
兼
廃
棄
物

保
管
場
所
等
設
置
届
お
よ
び
関
係
図

面
な
ど

提
出
時
期
=
建
築
確
認
申

請
の
前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
提
出
の
前
に
必
ず
事
前
相
談
に
お

越
し
く
だ
さ
い

場
・
問
先
=

清
掃

課
業
務
係g

(
3
8
8
0
)
5
3
0
2

足
立
東
清
掃
事
務
所

日
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

啻
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可

道
路
は
、通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
、

一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も
の
に
限
っ

て
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や
交
通

管
理
者
(
警
察
)
の
許
可
を
受
け
て

占
用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。日
よ
け
・

突
き
出
し
看
板
の
設
置
ま
た
は
既
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可
を
受
け
て

い
な
も
の
や
、
建
築
工
事
の
と
き
の

足
場
な
ど
は
許
可
が
必
要
で
す
。

・

自
費
工
事
承
認

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た
め

の
L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
等
の
工
事
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
事
前
に
相
談
し
、

許
可
・
承
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
占
用
許
可
申
請
書
・
自

費
工
事
施
行
承
認
申
請
用
紙
は
、
道

路
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
道
路
管
理
課
占
用
係

a
(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

東
京
都
・
特
別
区
駐
車
場
整
備
基
金

お
よ
び
自
転
車
駐
車
場
(
駐
輪
場
)

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

・
駐
車
場
整
備

融
資
対
象
=
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
駐
車
場
・
:駐
車
場
に
供
す
る

面
積
が
网
m
以
上
ま
た
は
駐
車
台
数

が
2
0台
以
上
で
あ
る
/
来
店
者
・
社

員
専
用
等
、
利
用
者
を
特
定
す
る
専

用
駐
車
場
で
な
い
/
建
設
着
工
前
で

あ
る

融
資
内
容
=
新
設
ま
た
は
建

て
替
え
の
場
合
は
、
解
体
費
・
用
地

取
得
費
・
消
費
税
を
除
く
建
設
費
用
/

現
在
あ
る
月
極
め
駐
車
場
を
改
造

し
て
時
間
貸
し
す
る
た
め
の
改
造
・

建
設
費
用

融
資
限
度
額
=
1

台
あ

た
り
5
0
0万
円
(
地
下
式
は
千
5
0
0万

円
)
ま
で

融
資
利
率
等
=
年
利
2
.
5
%

固
定
(
1
3年
度
現
在
)
。償
還
期
間

は
1
5年
以
内

利
子
の
補
給
=
融
資

対
象
台
数
の
5
分
の
3
以
上
ま
た
は
3
0

台
以
上
を
時
間
貸
し
す
る
場
合
に

限
る
(
補
給
率
年
利
1
.
0
%、
5
年

間
)
。た
だ
し
、
平
面
式
駐
車
場
の
建

設
は
除
く
。

・
皀
転
車
駐
車
場
(
駐
輪
場
)
整
備

融
資
対
象
=
駐
輪
場
(
原
動
機
付
自

転
車
含
む
)
の
収
容
台
数
が
5
0台
以

上
で
、
新
設
、
増
設
ま
た
は
建
て
替

え
工
事
着
工
前
で
あ
る
こ
と
(
附
置

義
務
駐
輪
場
も
対
象
)

融
資
内
容
=

解
体
費
・
用
地
取
得
費
・
消
費
税

を
除
く
建
設
費
用

融
資
限
度
額
=
1

台
あ
た
り
3
5万
円
ま
で

融
資
利

率
等
=
年
利
2
.
5
%固
定
(
1
3年
度
現

在
)
。償
還
期
間
は
1
5年
以
内

-

い
ず
れ
も
I

対
象
者
=
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
す
る
方
…
2
3区
内
に
駐
車
場
(
駐

輪
場
)
建
設
敷
地
の
権
利
を
有
し
て

い
る
(
法
人
・
個
人
を
問
わ
な
い
)
/

金
融
機
関
の
求
め
る
担
保
を
提
供

で
き
る
/
確
実
な
返
済
能
力
を
有
し

て
い
る

場
・
申
・
問
先
=
交
通
安

全
対
策
課
調
整

日
(
3
8
8
0
)
5
2
9
1

登

録

調

査

員

の

募

集

国
の
施
策
の
基
礎
と
な
る
各
種
統

計
調
査
の
実
施
に
伴
い
、
調
査
事
務

等
を
行
ケ
方
の
登
録
を
随
時
募
集
し

ま
す
。

対
象
=
2
0歳
以
上
の
男
女

内
容
=
屋
外
で
の
調
査
活
動
等

申

込
=
履
歴
書
(
写
真
2
枚
添
付
)
を

持
参

場
・
申
・
問
先
=
統
計
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1
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フ
ロ
ン
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た
め
、

フ
ロ
ン
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
フ

ロ
ン
は
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
、
そ
の

結
果
有
害
紫
外
線
が
増
え
、
皮
膚
が

ん
や
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
被
害
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
温
室
効

果
ガ
ス
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

自
動
車
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、
販

売
店
で
フ
ロ
ン
回
収
に
つ
い
て
確
認

す
る
か
、
お
近
く
の
フ
ロ
ン
回
収
機

を
保
有
し
て
い
る
自
動
車
解
体
業
者

に
引
き
取
っ
て
も
ら
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
環
境
課
調
整
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

「
包
丁
と
ぎ
」
な
ら

お
任
せ
く
だ
さ
い

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
包
丁
を
切
れ

味
よ
く
再
生
し
ま
す
。
日
時
=
毎

週
木
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

費
用
=
包
丁
:
i

本
2
0
0円/
出
刃
包

丁
:
1

本
5
0
0円

申
込
=
電
話
予
約

場
・
申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

生
ご
み
処
理機
を
購
入
す
る
方
に

購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

ご
み
減
量
化
の
促
進
を
図
る
た
め

生
ご
み
処
理
機
(
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
)
の
購
入
費
の
一
部
(
購
入
価
格

の
2
分
の
I
、
上
限
1
万
円
)
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
の

方
で
、
1
1年
度
以
降
助
成
を
受
け
て

い
な
い
方
(
1
世
帯
1
台
限
り
)

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
普
及
啓

発
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

催
し
物
ガ
イ
ド

子
ど
も
会
育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
で
き
る

子
ど
も
会
を
め
ざ
し
、
今
、
大
人
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
=
6
月
2
4
日
面
、
午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
O
時
3
0
分
場
所

=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
子

ど
も
会
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
子
ど

も
会
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

内
容
=

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
グ
ル
ー
プ
討
議

な
ど

費
用
=
無
料

定
員
=
2
0
0人

申
込
=
電
話

期
限
=
6
月
1
9日

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

あ
だ
ち
区
民
環
境
フ
ェ
ア
2
0
0
1

「爽
や
か
に
生
き
る
～
光
・
風
・

み
ど
り
・
せ
せ
ら
ぎ
～
」

今
年
も
環
境
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま

す
。
区
で
は
、
環
境
保
全
行
動
指
針

に
つ
い
て
紹
介
す
る
ほ
か
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
す
。区
民
の
活
動
発
表
や
講

演
会
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
人
と
自

然
が
共
存
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
つ

い
て
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
6

月
2
3日
出
・
2
4日
圓
、
い
ず
れ
も

午
前
1
0時
～
午
後
4
時

場
所
=
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

問
先
=
環
境
課
調

整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

劇
団
公
演

日
時
=
6
月
1
6日
出
、
午
後
2
時
3
0

分
～
3

時
3
0分

内
容
=

人
形
劇

「
お
菓
子
の
家
」
ほ
か

費
用
=
無

料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場

・
問
先
=
千
住
児
童
館

日
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

星
降
る
町
で
ハ
ー
ト
を
キ
ャ
ッ
チ

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

I
N志
賀
高
原

友
好
都
市
山
ノ
内
町
(
志
賀
高

原
)
を
訪
れ
、地
元
青
年
た
ち
と
交

詭
し
ま
せ
ん
か
。果
物
の
収
穫
体
験

や
各
種
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
自
然
と
人
情
の
ふ
れ
あ
い

が
満
載
で
す
。期
間
=
7
月
2
8
日

出
・
2
9
日
圓
対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
の
独
身
女
性
(
結
婚
・
再
婚
希

望
の
方
で
、
3
0
歳
～
4
5
歳
の
方
)

定
員
=
1
2
人
(

先
着
順
)

費
用
=

無
料
(

交
通
費
実
費
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え

、
〒
3
8
1・
0
4
0
1

長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
大

字
平
穏
3
3
7
1
-
2

山
ノ
内
町

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
郵
送

期
限
=
7

月
5
日
必
着

問
先
=

区
・
国

際
交
詭
課
都
市
提
携
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
5
7

ま
た
は
山
ノ
内
町
総
務
課
都
市
提
携

啻
0
2
6
9
(
3
3
)
3
1
1
1

山
ノ
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

啻
0
2
6
9
(
3
3
)
1
1
0
5

E
メ
ー

ル

く
C
2
0
5
6
1
@
wヨ
'
s
h
a
k
y
o
.
w
a

ヨ
コ
e
t
.
w
aヨ
■
g
o
.
j
p

夏
花
品
評
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
夏
菊

な
ど
約
1
5
0
点
を
展
示
し
、
展
示
品
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

・
展
示
会

日
時
=
6
月
1
3
日
㈲
、
午
後
1
時
～

5
時
/
1
4
日
、
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
I
階
口

ビ
ー

・

展
示
品
の
販
売
・
切
り
花
の
配
布

▽
展
示
品
の
販
売
…
日
時
=
6
月
1
4

日

、
午
後
2
時
3
0分

場
所
=
区

役
所
正
面
広
場
(
1

人
1

点
の

み
)

▽
切
り
花
の
配
布
(
先
着
2
0
0

人
)
…
日
時
=
6
月
1
4日
南
、
午
後
2

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
I
階
口

ビ
ー

※
ど
ち
ら
も
状
況
に
よ
り
整

理
券
配
布

-
い
ず
れ
も
I

問
先
=
農
産
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

第
2
3回
足
立
の
花
火
大
会

【
夢
　希
望
　未
来
　新
世
紀
】

・
夜
空
に
輝
く
1
万
の
花
火

日
時
=
7
月
2
6
日
困
、
午
後
7
時
1
5

分
～
8
時
5
0
分
(
打
上
開
始
午
後
7

時
3
0
分
)
※
荒
天
の
場
合
は
2
7
日

に
順
延
場
所
=
荒
川
河
川
敷
(
千

住
新
橋
～
西
新
井
橋
間
)

・
屋
形
船
の
船
主
は
事
前
に
届
け
出

を
今
年
か
ら
船
の
大
き
さ
に
よ
り
協

賛
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

協
賛
金

額
=
▽
3
0
m未
満
・
:
2万
円

▽
3
0
m

以
上
・
:
3万
円

申
込
=
屋
形
船

の
船
主
ま
た
は
関
係
者
の
方
は
、
所

定
の
申
し
込
み
用
紙
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

で
の
観
覧
は
禁
止
で
す

期
限
=
6

月
2
9日
必
着-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
観
光
協
会
事
務
局
(
産

業
振
興
課
内
)

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

あ
な
た
も
今
日
か
ら
編
集
者

「
手
作
り
の
編
集
(
入
門
)

」

(
全
1
0
回
)

楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
紙
面
を
つ

く
る
に
は
ど
ラ
す
れ
ば
よ
い
か
を
、

体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
の
会
報
や
P
T
A

新
聞
づ
く
り
な

ど
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

程
等
=
表
4

対
象
=
区
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方

定
員
=
3
0
人

(抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参

加
の
動
機
、「
編
集
講
座
」と
明
記

※
保
育
(
2
歳
以
上
学
齢
前
)
を
希

望
す
る
方
は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、

性
別
、
生
年
月
日
も
明
記
(
定
員
1
5

人
・
抽
選
)

期
限
=
6
月
2
2日
消

印
有
効

場
・
申
-
問
先
=
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー

〒
叩
0
8
5
1

梅

田
7
-
3
3
-
I

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

表4　 編集講座日程

※ いずれも水曜日、時間は午前10時～正午

教
科
書
展
示
会
・
就
学
相
談

・

教
科
書
展
示
会

小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書

を
選
ぶ
に
あ
た
り
、
対
象
と
な
る
図

書
を
展
示
し
ま
す
。
日
時
=
6
月

2
2
日
～
7
月
5
日
(
土
・
日
含
む
)
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
場
所
=
教

育
研
究
所
お
よ
び
中
央
図
書
館

圏
就
学
相
談

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
予
定

で
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
の
就
学
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
教
育
の
場
な

ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
日
時
=
毎
週
月

曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電

話

場
・
申
込
=
教
育
研
究
所

-
い
ず
れ
も
I

問
先
=
教
育
研
究
所

日
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
m

」
か
ら
紹
介
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

シ
ャ
ボ
ン
玉
ほ
た
る
が
と
ん
で
る
み
た
い
だ
な

溯
江
小
学
校
-二
年

い
と
う
ゆ
う
ま

あ
ま
が
え
る
ぴ
ょ
ん
と
は
ね
た
ら
あ
め
あ
が
り

古
千
谷
小
学
校
-
年

つ
か
も
と
り
ょ
う
す
け

⑤
あ
め
ん
ぼ
の
か
わ
い
い
か
げ
が
み
ず
の
そ
こ

島
根
小
学
校
四
年

小
須
田

唯

薫
風
を
感
じ
っ
う
歩
く
銀
閣
寺

第
十
六
中
学
校
三
年

長
田

真
季

山
緑
光
輝
く
鮎
の
腹栗

島
中
学
校
-
-年

藤
澤

弦
輝

《
評
‥⑦
の
っ
い
た
句
》

か
わ
い
い
あ
め
ん
ぼ
の
姿
よ
り
も
、
水
底
に
う
っ
る
そ
の
影
に
目
を
む
け

た
の
が
詩
の
こ
こ
ろ
で
す
。
お
も
し
ろ
い
影
を
、
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

炎
天
寺
住
職

吉
野
孟
彦

郷
土
博
物
館

臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
作
業
の
た
め
、
平

常
の
休
館
日
6
月
2
5日
側
の
ほ
か
、
6

月
2
6日
収
が
、
臨
時
休
館
と
な
り

ま
す
。

問
先
=
郷
土
博
物
館

豐
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

掲
示
板

・
都
立
足
立
養
護
学
校
公
開
講
座

日
時
=
7
月
2
3日
～
8
月
2
日
の
う

ち
全
7
回
、
午
前
1
0時
～
正
午

内

容
=
聴
覚
障
害
者
と
知
的
障
害
者
の

理
解
を
深
め
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
入

門
」
講
座

定
員
=
2
0人
(
抽
選
)

費
用
=
2
千
円

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
職
業
を
明
記

期
限
=
6
月
2
0日
必
着

※
日
程
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
都
立
足

立
養
護
学
校
-

ふ
I
・
〇
〇
6
2
南

花
畑
5
-
2
4
-
2
9

&
(
3
8
5
0
)
6
0
6
6
　
　
　

m
`
皿
(
3
8
6
0
)
3
7
9
0

・
水
道
局
「
水
道
な
ん
で
も
相
談
」

日
時
=
6
月
2
3
日
出
・
2
4
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ

費
用
=
無
料

申
込
=

直
接
会
場
へ

問
先
=
足
立
東
営

業
所

啻
(
5
6
8
1
)
2
1
5
1

足
立
西
営
業
所

啻
(
3
8
9
6
)
4
2
2
1

□ 女性総合センター情報資料室の臨時休館… 6 月17 日(日)・18日(月)は、 館内清掃 日等のため臨時休館し ます。問先= 女性総合 センター 　3880- 5222
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き
ら
り
一
票
　
ゆ
め
東
京

6
月
2
4日

は

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
で
す

・
足
立
区
で
投
票
で
き
る
方
は
、
次

の
条
件
す
べ
て
を
備
え
て
い
る
方
で

す
。

①
日
本
国
民
で
、
年
齢
満
2
0歳
以
上

(昭
和
5
6年
6
月
2
5日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
)
で
あ
る
こ
と
。

②
6
月
1
4日
(
基
準
日
)
ま
で
に
、
3

ヵ
月
以
上
引
き
続
き
区
内
に
住
ん

で
い
る
こ
と
(
3
月
1
4日
ま
で
に
転

入
届
出
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き
住
ん

で
い
る
方
)
。

▽
都
内
の
他
区
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
方
で
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
住
所

地
で
投
票
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、

足
立
区
の
区
民
事
務
所
で
申
請
に
よ

り
無
料
交
付
さ
れ
る

『
住
民
票
の
写

し
(
選
挙
用
)
』を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
6
月
2
3日
出
・
2
4日
㈲
の
両
日
に

つ
い
て
は
、
北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で

発
行
し
ま
す

・
投
票
所
入
場
整
理
券
が
1
枚
の
は

が
き
で
2
人
分
か
ら
5
人
分
に
な
り

ま
す
。

選
挙
の
告
(
公
)
示
日
ご
ろ
に
、

お
手
元
に
届
く
投
票
所
入
場
整
理
券

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
1
枚

の
(
ガ
キ
で
2
人
分
の
入
場
整
理
券

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
5
人
分
の
入
場
整
理
券
が
印
刷
さ

れ
郵
送
さ
れ
ま
す
。
(
ガ
キ
の
折
り

た
た
み
の
部
分
に
は
ミ
シ
ン
目
が
入

っ
て
い
ま
す
。
図
1
の
よ
う
ゆ
っ
く

り
丁
寧
に
開
封
し
、
投
票
の
際
に
は

一
枚
ず
つ
切
り
離
し
て
、
ご
自
分
の

入
場
整
理
券
を
持
っ
て
、
投
票
所
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
場
整

理
券
は
、
投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
と

の
確
認
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
の
も
の
で
、
こ
れ
が
な
い
と
投
票

所
に
入
場
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
場
整
理
券
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
、

そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
投
票
所
の
一
時
変
更
に
つ
い
て

◇
梅
島
一
丁
目
、
梅
田
七
・
八
丁
目

の
方前

回
の
選
挙
で
は
投
票
所
を
梅
島

小
学
校
仮
設
校
舎
に
一
時
変
更
し
て

い
ま
し
た
が
、
梅
島
小
学
校
(
第
2
9

投
票
所
)
の
改
築
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
の
で
、
今
回
の
選
挙
か
ら
新
校

舎
(
梅
田
7
-
3
5
-
I
)
生
活
教
室

が
投
票
所
と
な
り
ま
す
。

◇
栗
原
一
・
二
丁
目
、
島
根
三
・
四

丁
目
の
方

島
根
小
学
校
(
第
5
1投
票
所
)
の

改
築
工
事
の
た
め
、
東
京
都
議
会
議

員
選
挙
お
よ
び
7
月
執
行
予
定
の
参

議
院
議
員
選
挙
の
投
票
所
を
、
昨
年

に
引
き
続
き
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
栗

原
I
-
3
-
I
)
に
一
時
変
更
し
ま

す
。

◇
青
井
二
丁
目
、
弘
道
一
丁
目
、
弘

道
二
丁
目
(
1
～
1
5番
)
の
方

第
十
一
中
学
校
(
第
3
6投
票
所
)

の
改
築
工
事
の
た
め
、
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
お
よ
び
7
月
執
行
予
定
の

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
所
を
弘
道

第
一
小
学
校
(
弘
道
I
-
2
0
-
8
)

に
一
時
変
更
し
ま
す
。

図1

開封方法

三
宅
村
か
ら
の
避
難
者
の
方
へ

惠
只
都
`
豐
二
議
員
選
挙
お
よ
び
参

議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
都
内

(島
し
よ
部
を
除
く
)
避
難
者
の
投

票
権
を
確
保
す
る
た
め
、
以
下
の
と

お
り
対
応
し
ま
す
。

▽
投
票
日
当
日
の
投
票
に
つ
い
て
　

都
内
3

ヵ
所
で
投
票
が
で
き
ま

す
。

①
新
宿
区
(
都
庁
舎
)
、
(宦
晧
区
(
芝

浦
小
学
校
)
、⑤
立
川
市
(
女
性
セ
ン

タ
ー
)

▽
不
在
者
投
票

ア

都
庁
舎
に
、
公
・
告
示
日
以
降
、

常
設
の
不
在
者
投
票
所
I
カ
所
を
設

け
ま
す
。

イ

避
難
者
が
多
く
居
住
す
る
地
区

に
、
出
張
に
よ
る
不
在
者
投
票
所
を

設
け
ま
す
。

①
北
区
(
桐
ケ
丘
団
地
6
月
1
6日
《
都

議
選
》
)

②
八
王
子
市
(
南
大
沢
福
社
セ
ン
タ

ー
6
月
1
7日
(
都
議
選
》
)

②
武
蔵
村
山
市
(
村
山
団
地
6
月
1
7

日
《
都
議
選
》
)

ウ

郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
(
所

在
地
で
の
投
票
)

青少年センター 、勤労福祉会館( 綾瀬

プ ルミエ内) でも不在者投票ができ ます 　

今回の選挙から、不在者投票場所が5 ヵ所
になります。

不在 者投票場所

※ いずれも受付時間は、午前8時30分～午後8時
※ 不 在 者 投 票 場 所 へ は 電 車 ・ バ ス な ど を ご 利 用く ださ い

勤 労 福 祉 会 館( 綾瀬プルミエ内)

所
在
地

綾
瀬
1
-
3
4
-
7

青少年センター

所
在
地

西
新
井
1
-
4
-
1
7

お 問い 合 わせ は、
選挙管理委員会事務局

3880- 5581

スケッチ あ だち
まちの情報・話題をお 待ちしています。　 問先= 広報係 　3880- 5815( 直通)

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
地 域の活力 は ま ちのにぎ わい から

あな たの消費 が まちの にぎ わい を育 てま す

《 産業 振興課》

若者も活躍し たボランティアまつり

5
月
1
2日
、
区
役
所

で
、
区
内
の
4
0以
上
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
手
話
や
点
字
な

ど
の
各
種
体
験
コ
ー
ナ

ー
や
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
も

あ
り
、
大
勢
の
方
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

中
学
校
数
校
も
協
力

す
る
な
ど
1
0代
の
若
者

が
目
立
ち
、
当
日
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
す
る

方
が
例
年
以
上
に
い
ま

し
た
。

模
擬
店
は
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

▲ 車いすで約100m
の試乗体験

ス イレ ンと キショ ウブの ハ ーモニ ー

都
立
舎
人
公
園
で
、
キ
シ
ョ

ウ
ブ
や
ピ
ン
ク
色
の
ス
イ
レ
ン

が
咲
き
競
い
ま
し
た
(
例
年
5

月
上
旬
か
ら
開
花
)

。

こ
の
日
、
区
内
に
在
住
の
ご

夫
妻
は
、
「
自
然
を
こ
の
ま
ま

残
し
て
欲
し
い
。
と
て
も
好
き

な
場
所
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
墨
田
区
か
ら
訪
れ
た
方

は
、
「
こ
ん
な
に
い
い
公
園
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
仲
間
に
教
え
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

▲ キ ショ ウ ブ の あ と は、 ハ ナ

シ ョ ウ ブ が 咲 き ま す▲ 広々とし た池に咲くスイレン

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展

5月14日～18日、広報紙に
連載されていた「花だより」

の原画展にたくさんの方が訪
れました。主催者の「同好会
花だより」から原画をもとに
した絵ハガキのプレゼントが

あり好評でし た。その場で同
好会への加入も受け付けてい
まし た。

▲ 同 好 会花 だよ り の皆 さん

ハー卜& ハート2001
佐 野セ ンター

5月20日、心身に障害を持つ方

との交流を目的とした「ハート&
ハ ート2001」が佐 野 セン ターで
行われました。8 回目を迎える今
年は、「みんなでこころの手をつ

なごう」をスローガンに、様々な
イベ ント が実施 されまし た。

①点字盤を使って自分の名前を
書い て み た ②1kg の重 さの

ベストを着用し、手首・足首も
固 定 さ れ た「80歳」を 体感 し
て、「階段 を昇 るのが大変だっ

た」 ③

手話サークルの方に教えてもら

い、「 わたし の名前 は… 」、ち
ゃんと通じ たよ ④サンバ調の
曲に合わせて、車いすの方と輪
になって、「リハビリダンス」

▲ ①

▲ ②

▲ ③

▲ ④

古紙配合率75% 再生紙を使用しています M. N　229, 000


